
大東町の食文佗の変遷と

住民の生活の質の変化に関する研究 （第一報）

一伝統食の伝承と住民の意識に焦点をあてて一

小笠原広実 守屋治代 尾岸恵三子

要旨：本研究の目的 は、 大 東町の食文化の変 遷と住民の生活の質の変 化が健 康に与える諸要

因 を 探 る こ と に よ っ て、 町 民の 食 生活 お よ び 生活 の 質 の 殉 上 に 寄 与 す る こ とで あ る。 第 一 段

階 と して、 大 東 町 に お ける 伝 統 食 の伝 承 の 実 態 と住 畏 の 伝 統 食 へ の 意 識 につ い て、 食 に 関 わ

る自主活動 グループメンバーを 対象に自記式調査および面接調査を行っ た。 その結果 は以下

の とお り で あ る。

！） 伝 統 食 を 知 っ て いる の は、 低 年 齢 者 に 比 較 し高 齢者 の割 合 が 多 く、 自 分 で 調 理 す る の は

５０～５９ 歳 が 最 も 多 かっ た。

２） 大 東 町 内 にお い て、 地 域 祷 性 に よ り 伝 統 食 の 種 類、 食 材、 作 り 方 に 違 い が 見 ら れ た。

３） 伝 統 食 を侭 る 時 期 は、 年 間 行 事 や ｒ地 の 神 様３ への 信 仰 と関 連 が あ っ た竈

４） 伝 統 食 を知 っ て いる 人 ほ ど、 健 康 的 な 食 生 活 へ の関 心カ
ミ高 い と い う 関 連 が 認め ら れ た。

さ ら に 年 代 に よ る 変 化、 地 域 特 性 との 関 連、 健 康 状 態 と の 関 連 な ど、 調 査 の 方 殉 性 に つ い

て 示 唆カミ得 ら れ た。

Ｉ． は じ め に

近年、 生活様式や食生活の変化に伴い生活

習 慣 病 の 増 加 が 指 摘 さ れる至）。 そ し て ヨ 本 古

来の伝統食の価値が見直され、 全国でも伝統

食 を 語 り 継 ごう と い う 動 き がみ られ る２）百

本研究の対象である静岡県小笠郡大東町は、

近 年 の 生 活 様 式 の 変 化 の影 響を 受 けな が ら も、

伝統的な食生活習慣をとどめて いる地域であ

る竈 そ こで、 大 東 町 の 食 文 化の 変 遷 と住 民 の

生 活 の 質 の 変 化 が、 健 康 に 与え る 諸 因 子 に つ

い て 検 討 した い。 一 般 に この よ う な 調 査 研 究

で は、 地 域 に お け る 健 康 問 題を 明 らか に す る

もの が 多 く、 ま た 闘 題 の 発見 に と どま り 変 革

は住 民 に任 さ れ る こ と が 多 い。 本 研 究 で は、

町民 参 加 型 に よ り、 町 民 自 らカ溺 査 に 参 加 し

伝統ある食文化 の意 義や新しい食文化に魑れ

ながら、 町民自 身が発見 し変化していく 遇程

を 大 切 に し たい。 この 過 程 を 通 し て、 大 東 町

民の食生活およ び生活の質の殉上に寄与する

こ と を ね ら㍗）とす る。 第 一 報 に つ い て は、 伝

統食の伝承 に焦点を当て、 その現状と大 東町

民 の 意 識 につ い て 調 査 した の で 報 告 する。

亙． 研 究 目 的

大東町の食文化の変遷と住民の質の変 化が、

健 康 に 与 える 諸 因 子 に つ い て 明 ら か に す る こ

と を 目 的 と する， 本 調 査 で は、 大 東 町 に お け

る 伝 統 食 の伝 承 の 実 態 と、 住 民 の 伝 統 食 に 関

す る 意 識 を把 握 す る こ と に よ り、 基 礎 デ ータ

を 得 る こ と を目 的 と す る回
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狙． 研 究 方 法

１
．
煎 象

大東町 肉にある食に関する自主活動グルー

プの中で研究目 的に同意カミ得られた８グルー

プの 会 員 １５７ 名 を 対 象 と し た。

２． 調 査 期 間

平 成 １３ 年 ８ 月 １８ 日 か ら １２ 月 ２７ 日 の期

間で、 各自 主グルー プの活動日にあわせて実

施 し 危。

３． 調 査 方 法

①大東 町内で、 食文化に関連のある活動をし

て い る 自 主 グル ー プに つ い て、 大 東 町 役 場保

健課か ら情報を得た。 その申から研究目的に

同 意 を 得 ら れた ８ グル ー プを 選 択 し た。

② 同 意 を 得 ら れた ２ グル ー プに は、 活 動 臼 に

合わせて 研究者が参力費し、 自記式調査および

面接 調 査 を 行っ た。

③６ グルー プにつ いて はグループの代表者に

調査の 意図を説 明し、 活動日に自記式留め置

き法 に て 行っ た。 倫 理 的配 慮 に つ い て は、 調

査結果 を数量的に処理する旨を口頭および文

書 で伝 え 了 解 を 得た。

４． 調 査 枠 組 み

① 伝 統 食 の 認 知 （伝 統 食 名、 食 材、 作 る 人，

作る時期）

②伝統食に関する意識 （伝承の意思、 伝統食

の 意 義） 伝 統 食 の 意 義 につ い て は、 自 由 記

載 と し た。

③食事についての意識と行動

④健康状態

５． 分 析 方 法

統 計 処 理 は ＳＰＳＳｖｅＨ０ を用 いた直

自 由記 述 に つ い て は、 調 査 用 紙 に 記 述 さ れ て

い る 表 現 をカ テ ゴリ ー 化 した、

齢 ５４．妊１１．５８
歳） の 女 性 １５７ 名 で あ る。 対

象 者 の 同 居 家 族 は、 ７ 人 以 上 が ！６．５％、 ５ 人

が 五９．１
％
、 １
人 は ３．２

％ で あ り ５ 人 を 頂 点 と

す る 放 物 線 状 であ る。健 康 状態 につ いて、 「治

療 申 の 病 気 は な い」 と 回 答 した の は ５０．３％、

「一 っ」 が ２９．３
％ で あ っ 危。 ま た、

気 に な る

症 状 は 「な い」４３．
３％、

け ～ ２ 個」 が ４０、
泌

で あ る。 健 康 認 識 で は、 「健 康 で あ る」 が

４７，８
％
、
ほ あ 健 康 な 方」 ３４．遂

％ で あ っ た。 健

康認 識 につ いて は、 「健 康 であ る」 「ま あ 健 康

で ある」 を 合 わ せる と ８２．２％ で あ る （表 王）。

健 康 状態 につ い て は、 ８ 割 の 人 が 治 療 中 の

病 気や 気になる症状が少なく、 健康認識を持

つ て い る。

表１、調査対象者酬 栽生
年齢区分 ４０求未繭

ｎ＝１５フ ４０～４９歳

５０～５９歳

６◎～６９歳

フＯ歳以上

２２ 人 旭Ｏ ％

２２ 糾０

５２ ３３
．
１

蝸 ３α６

て３ ８
．
３

同居家族人数

ｎ ＝コ５５

５人

て９

２１

２８

３０

２６

１６

８

１

１

３
．
２ ％

、２
，
１

１３
．
４

１γ８

１９
．
１

犯６

１０１２

５
．
１

６．
０

６
．
０

治療中の痛気 ２つ

ｎ ＝１５７ １ つ

病気ゐ軌、

不明

１１ 人 ７０ ％

４６ ２９，
３

フ９ ５０
．
３

２１ １３１４

気ヨニなる痘≡オ犬カ、ある ３～硲

ｎ 雌１５７ １ ～２

症渕 楓、
不明

フ 人 ４５ ％

６３ 如
．
１

６８ 郷．
３

，９ １２
．
１

健 康で ある 健 康である ７５ 人 毎７，８ ％

ｎ＝＝＝＝『５７ 着 搬 妻なプヲ ５４ ３４４

あまり健康で１ 楓 、 １０ ６－４

不 明 １８ １１．５

Ｖ． 結 果

１ 対 象の 背景

大東 酬こ在住する２４歳から８５歳 （平均年
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２． 伝 統 食 を 知 っ て い る 人 と 伝 統 食 を 自 分

で 作る 人の割合

伝 統 食 に つ い て、
ｒ知 っ て い る」 は ４７．

８％、

「知 ら な いｊ ５１．６％
で あ っ た竈 こ の

結 果 を 年

齢 別 に し、 図 ユ
に 示 し た。

伝 統 食 に つ い て、

「知 っ て い る」は、７０
歳 以 上 で ９２

．
３％、６０～６９

歳 ６２．５
％
、５０～５

９ 歳 ４４
．
２ ％、４０

～ ４９ 歳 ２２．７
％ 、

４０ 歳 未 満 で は ２２，７％で
あり、低 年 齢 者 に比 較

し高齢者に伝統食を知っている人の割合 が有

意 （ｐく ｏ．００１
） に 多 い。

伝 統 食 を 知っ て い る と し た回 答 者 の 申 で、

そ の 伝 統 食 を 自 分 で 調 理 す る 人 の 割 合 は

８４．０
％ で あ る。５０～５９ 歳 が ９５，

７％ と 最 も 多 く、

遂ｏ 才 未満 で は最 も 少 なく 遂ｏ．ｏ％ で あ り、 有

意 （ｐく ０．０
２） な 差カミ認 め ら れ る。 （図 ２）

３、 地 区別 に見 ら れ る 主 な伝 統 食

伝 統食 は、自 由 記 述 に よ り７ 地 医 に 整理 し、

伝 統 食 名 と合 わ せ て 表２ に ま と め た。 大 東 町

の 地 区別 「佐 束 （上 佐 束 ・下 佐 束）、 土 方 （上

土 方 ・ 土 方 ・ 下 土 方）、
申 ・ 睦、 三 井、 大 坂、

睦 浜 （浜 野 ・ 三 浜）、 千 浜 （千 浜 西 ・ 千 浜
東 ・

国 浜）」 に、 地 区住 民 に よ り 記載 さ れ た伝 統 食

名 の 配 置 図 を 図 ３ に 示 し た。

伝統食名は、 同じ料理で呼び名 （通称） が

異な る と思 わ れ る も の が 含 ま れ て い た が、 そ

の ま ま の 表 現 で 記 載 した も の で あ る。

６０ ～ ６９

５０ ～ ５９

○晃

図 １．

５眺 １０眺

年齢 別・伝統食 の認知 度

Ｎ＝ 禍７

Ｐ 〈◎．
ＯＯ可

金体

７０歳 以上

６０州 ６９

５０ 仙５９

４０ ～４９

逐ｏ歳 未 溝

脇 ５鰍 ；ｏ脇

図２、伝 統食を自分で作る人の割合

Ｎ＝ 捕７

Ｐ ＜ ０．
０２
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表２，地 区別 に見る主な伝統食 Ｎ＝ｒ５

地 医医分 含蓉れる町名 人 伝統 食名

１ 佐 東 上 佐 東 η お 平１煮 上 ば・草 餅・牛 の し花・囲 書 納 豆・とろろ 汁・赤 飯・煮 豆

下佐 東

２ 圭 方 上 土 方・土 方 １８ とろろ か 臭 だく套んみ そ 汁 唖 月 料 理・七 草 粥・小 豆 粥

下 土 方 捻 はぎ・菱 餅１柏 餅・煮 あ げ・煮 魚・赤 飯・甘 酒 功 ボチャ料 理・

そうめ ん・五 竃 飯１芋 汁

３ 竿・睦 三 ２３ こわ めし（赤 飯） 鳴 平・祭 り汁１野 菜 魚 の 煮 付 け・甘 酒

とろろご飯 ヰ 汁・とろろ汁

４ 三 井 狛 お つ ぼ の 白 和 え・柏 餅 唄 見 団 子・はち は い 汁・落 花 生 の 煮 豆

な表 す（鰯 入 り）・七 草 粥・小 豆 粥・章 餅 老 な 粉 餅・柏 麟・

月 昆 圃 等・いの こもち一ぼだもち・捻 は ぎ・菱 餅・祭り寿 司・赤 飯

５ 大 坂 榊 捻 平・呉 汁・七 草 粥 鳴 せ ち料 理・芋 汁

６ 建 浜 浜 野・三 浜 ３６ お 平・戦 国 汁。自 和 え・とろろご飯・お せち 料 理・煮 上 げ

す いとん・た＜あん づ け・芋 汁・煮 飯・み そ・らっきょう

落 花 生 の 蛋 蟹 煮・豆 賢ちらし・煮 豆・こうせ ん 功 ルメ

フ 千 浜 千 浜 西 桝 み ご切り（年 取り 餅）・七 草 粥・小 豆 粥・いりとり（煮 物）・とろろ 汁

千 浜 東・團 浜

不 明 ２了

表 ３
．

材料 作る時期

お 平（おひら） 里 芋・こん にゃく１ご ぼ γ れん』ん・人 参・ 秋 祭り。おもてなし ψ な祭り

ひりょうず（がんもどき）一大 根 ｛ ん ぷ・ 正 月

たけ のこ

＊大切りの煮物を大蛆に盛り付ける

戦 国汁・祭り汁 堅 事 （ ん に帯く ゼ ぼう１れんこん・人 参・ 祭り・正月・えぴ す 講

呉汁 生大豆（すってみそ汁にいれる） 冬の寒い日

芋 汁 とろろ汁 自 然じぷ１み そ・さぽ 秋 祭り１山 芋を掘る 椚 月

落花生の煮豆 落花生 秋祭り

おなっとう 野菜・金 山 寺 みそ 秋

主な伝統食とその材料・作る時期

秋祭り。おもてなし ψ な祭り

表４、地区別による伝統食の作り方の 違い

伝。、 名

煮物

とろろ汁

落花生

山間部

鶏ポー ルを作り季節の野菜と煮こむ

鰹節でだしをとる

（食べる習 慣はない）

海側地区（砂地）

季節の野菜と魚を煮こむ

鯖でだしをとる

煮豆にして惣菜にする



・
④

草餅 ・ 牛 の

と ろ ろ 汁 ・

こ わ め し （赤 飯） ・ お 平

祭り 汁・野菜魚 の煮付け
甘酒 ・ と ろ ろ ご飯 ・ 芋 汁

とろろ汁

お 平 ・ 呉 汁 ・ 七 草 粥 ・ お せ

ち 料 理 ・ 芋 汁

ノ
に

み ご切 り （年 敢 り 餅） ・
七 草 粥 ・ 小 豆 餅 ・ い り

と り （煮 物） ・ と ろ ろ 汁

ろ

・

ぎ

・

・

カ

そ

飯

と

粥

は

餅

魚

・

・

員

つ

餅

ち

の

鰯

・

き

肩

餅

ぎ

詞

お

袖

は

生

（

粥

・

・

こ

は

寿

お 平・ 戦 国 汁 ・ 自あ 完 ・ と ろ ろ ご飯
・ お せ ち 料 理 ・ 煮 上 げ ・ す い と ん ・

た く あ ん づ け ・ 芋 汁 ・ 煮 飯 ・ み そ ・

らっ き ょ う ・落 花 生の 玉 胃 煮 ・ 五 目

ち ら し・ 煮 豆・ こう せ ん・ カ ルメ

地区別にみる主な伝統食
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４． 主 な 伝 統 食 と そ の 材 料 ・ 作 る 時 期

大束 町に特徴的だと思われる主な伝統食に

つ い て は、 そ の 料 理 に 使 わ れ る 材 料 と、 作 る

時 期 を 表 ３ に、 地 区 別 に よ る 作 り 方 のち が い

を 表 ４ に 示 し た。 ま た、 年 間 行 事 と の 関 連 で

作 ら れ る 主 な 伝 統 食 を 示 し た の が、 表 ５ で あ

る
。

５． 伝 統 食 に 関 す る 意 識

１） 伝 統食に関する 意識 （図４）

伝統食に ギ関心がある一 と回答したの は全

体 の ５６．７％ で あっ た。 「子 供 や 地 域 杜 会 に 伝

え た い」 「で き れ ば 伝 え 危 い」 を 合 わ せ る と

９２．ｏ％ で あ り、
「子 供 や 地 域 杜 会 に 伝 え た い

料 理 が あ る」 は ２３．
５お で あ っ た。

伝統 食に関す る意識 は、 Ｆ伝統食 は季節感

が あ る」７５．８％、
Ｆ伝 統 食 は人 と人 と の ふ れ あ

い に 役 立つ 〃３．２％、
ｒ伝 統 食 は栄 養 を 考 え た

よ い 食 事 で あるコ６５．Ｏ％、
「健 康 を 高 め る の に

役 立 つ」 ５８．６％、
Ｆ伝 統 食 を 大 切 に し 残 し た

い」 ７６．４
路
、
「家 族 の 大 切 な メ ニ ュ ー で あ る一

は ５２
．９
％ で あ っ た。

吟 の時代の新しい郷土食を作りたい」 と

回 答 し た の は ５１．６
％ で あ っ た。

２） 伝統食の意義

Ｆ伝 統 食 の 意 義」 は、 自 由記 述 （ユ 人 五～

５ 項 貿） を、 １０９ 枚 のカ ー ド と しカ テ ゴリ ー

化 した も の を 表 ６ に示 した。伝 統 食 の 意 義 は、

１ １の記述内容のカ テゴリー （申） と各々に

つ いて の 具 体 的 な表 現 内 容 と じて 示 さ れ た回

記 述 し た 人 数 の 多 か っ た の は、
竈家 族 や 友

人、 地 域 と のふ れあ い パ 栄 養 豊 富、 健 康 的」

「昔 か ら の伝 統 行 事 ・ 食 文 化 の 継 承」 で あ っ

た。 次 に 多 い の はｒ地 場 産 品 を 使用 ∬ 季 節 感」

「味 の弓１継 ぎ」 で あ っ た。
葺作 りお き で きる」

な ど調 理の 利 便 さ を あ げた も の や、
訂お ばあ

ちゃんがはりきる パ 普段 と違う行事食を

表５． 年 間 行 事 に 関 連 した 伝 統 食

時期 行事名 伝統食名 主な食材料

コ月 元旦 雑 煮・お せち料 理

七草粥

成人式 あずき粥

正 月 藁・犬 根・も ち・黒 豆

正 月 菜１大 根・ニ シ ジ ン・ご ぼう

あずき・もち
２月 節分 五目御飯

３月 お彼岸 ぼた餓

４月 ひな 祭り お すし

ねぎぬた

自あえ

タニシの酢昧噌和え

豆 腐 ・こ ん に ゃく・ニ ン ジ ン・お つ ほ

５月 子 供 の１ヨ 柏 餅

７月 七 夕 赤飯

お盆１蝸 さしみ
１禍 ぼた餅

価 日 そうめ ん

１鯛 すしご飯、うりもみ

９月 お彼岸 おはぎ餅

１ｏ月 秋 祭り お ひら・煮 つけ

おなっとう

呉汁

とろろ汁

落花生の煮豆

神送り 赤飯

魚 １二ニンシ
“
ン・ レ ン ＝１ン １ ご ぼ う・

里芋 堰 布 ｛んにゃく

野菜入り金山寺みそ
生の大豆をすって妹噌汁にする

さばの煮汁でだしをとる

コ２月 地の神様 赤飯

えびす 講 桜 飯１おなます

冬至 か ぼちゃ煮
もちつき 年餓（あんころ毛ち）

年の夜 五目御飯
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伝統食に関心がある

手供や地域に伝えたい

伝えたい糟理がある

伝統食は季節感がある

入と入のふれあいに役立つ

栄養を考えたよい釜事である

健簾を高めるのに役立つ

伝統食を犬切にし残じたい

家族の大切なメニューである

含の時代の款しい郷立食を作りたい

図 ４． 伝統食に関する意 識

表６、 伝 統 食 の 意 義
Ｎ竺言◎９

カアゴリー（申） 到 的な 現内谷 カード

１ 家 ・友 人・地 域 との ふ れ い み な で 楽 しめ る ３０

おもてなしとして出せる

② 栄 養 豊 曇、 健 簾 的 旬 の 毛 の、 窪 材 の 味 を 生 か せ る ２コ

野菜が豊竃
たくさんの種類が食べられる

栄 餐 が よ い， 健 劇
’よ い

③曹かづの伝統行箏・食文化の継 昔かｂの伝 統行事に伴っもの １３

昔の食文化の継承

その慧義を理解する

昔からのしきたりを知る

④地場産品を使用 地域の食べ物や食べ方を知る ９

材機が身近にある右
自宅でと抗たものを使う

５季節感 季節感を感ｃる ９

寒
，身体が温まる

６味の弓１き継ぎ 我が家の 昧を弓１き継ぐ ８

懐かしさ

⑦目常に 刈 ハリ おぱあち姉んがはりきる ６
行事蛮を肩々楽しむ

普段の’飯と違う

８味の 農さ おいしい ５

９調理が簡便 わりあい作るのが簡単 ４

作りおきできる

前 副一作っておける

⑩調理の楽しみ 作る楽しみ ３

⑰食の色彩 彩りがよい １
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月 々 楽 しむ」 な ど、 非 日 常 的 な 楽 し み にな っ

て い る こ と が 推 察 さ れる。

６． 伝 統 食 の 認 知 と 食習 慣 と の相 関

伝統食を知っ ている ことと食習慣との相関

は、 表 ７ に 示 し た。 食 習 慣 を 示 す 項 目 は、 ｒ食

事は、規則正 しく食べる パ 家族や友人と食事

を 楽 し む」 ｒイ ンス タ ン ト 食 品 を 減 ら す」 ヂ地

元の農 産物 を使う」 「行事食を楽しむ」 「伝統

や慣習 に従う」 ギ食欲 は健康の バロメータ ー

だ と 思う」 の７ 項 目 と し た。

表７． 伝統 食 の認 知と食 習慣との 相 関
Ｎ＝１５７

奮習榛 伝統食の認知

① 食 事 は 規眞■圧 しく食 べ る 一０，１９５ ＊

② 蒙 族 や 友 入と 食 事 を 楽しむ 一０．１０３

③イン スタント食 晶を 滅 らす 一０，湖 ＊

④ 堆 元 の 農 産 物 を 便う 一〇．】ｇ２ ＊

⑤ 行 事 食 を 楽 し む 一〇．２５１ ＊ ＊

⑥ 伝 統 や 慣 習 に 従 う 一〇．
２４９ 非 ＊

⑦ 食 欲 は 健 康 の バロメータ ー だと 患う 一０．２η ＊ ホ

＊ Ｐ 〈 Ｏ．
０５

非 票 ｐ 〈 ｏ． ０ １

す な わ ち、伝 統 食 を 知 っ て い る 人 はｒ行 事 食

を楽しむ」 「伝統や慣習に従う」 Ｆ食欲は健康

の バ ロ メ ー ター だ と思 う」 と考 え て い た。 さ

らに伝 統食を知っ ている 人ほ どｒ食事 は規則

正 し く 食 べ る」ｒイ ン ス タ ン ト 食 品 を 減 ら す」

「地 元 の 農 産 物 を 使う」とい う よ う に、 よ り健

康 的な 食習 慣 を 送っ て い る こ と が 示 さ れ た。

Ｖ． 考 察

ユ． 伝 統 食 の 認知 と伝 承 への 取 組 み

今回の調査は、 食や生活に関する自主活動

グル ー プメ ンバ ー を 対 象 に 行っ た。 一般 の 住

民に比べ伝統食への関心も高く、 伝統食を知

っ て い る 人 が 多 い と 予測 して い た が、 そ れ に

反 し て ４７．８％ に 止 まっ て い る。 特 に年 齢 別 で

は、 ４９ 歳 以 下 で 認知 度 が低 く な っ て い る邊

伝 統 食 を 調 理 す る の は、５０～５９ 歳 で ９５．７
路

と 最 も 多 い。 高齢 に な る と、 伝 統 食 は 知っ て

Ｕ）る が、 調 理 をす る の は若 い 世 代 に 移っ て い

る こ と が 多く、 一家 の 食 事 を ま か な う 世 代 に

伝統食が伝承されにくく なっ ている傾向が示

さ れ 危。

静 岡市 にお い て も生 活改 善 グル ー プ連絡

協議会のメンバー が中心になって伝統食の調

査 を 行っ て い る３ヨ。 調 査 の 動 機 は
「失 わ れ て

いく 農 村 の伝 統文 化 を 私 た ち の 手 で 継 承 し、

伝 え た い と の 思 い が 募 っ た」
４） こ と で あ る

。

本 調 査 で も、 「伝統 食 は大 切 で 残 し たいｊと の

回 答 が ７６
．
４完 で あ っ た こ と か ら、

な る べ く 早

い 時 期 の 取 組 み が 必 要 で あ る。

ま た、 「伝 統食」を 「音 の 食 べ 物」 と定 義 し

て 調 査 に 当 たっ た が、何 が 大 東 町 の 伝 統 食（昔

の 食 べ 物） で ある か の 判 断 に迷 っ た との 反 応

があり、 対象者によ り伝統食 （昔の食べ物）

のイ メ ー ジ が 異 なる こ との 予 測 が 不充 分 で あ

っ た こ と が 明 らか に なっ た鉋 Ｆ蒼 の 食 べ物」と

いっ て も 年 代 によ り 変 化 して お り、 伝 統 食名

は残っ ていても食材や作り方に変化が起こっ

て いる こ と も考 え ら れ る。 次 年 度 は、 今 回得

られた伝統食名に基づきさらに深めることが

必要 で あ る。

２． 伝 統 食 の 地 区別 の特 徴

静 岡 県 下 の 伝 統 食 の 特 徴 は、 ６ つ の地 区 に

大 き く 区 分 さ れ る５）。 な か で も、 伝 統 食 の 内

容 の 大 き な 違 い は、 大 井州 を はさ ん だ東 西 食

文 化 の 二 分 に よる 影 響 を受 けて いる。

大東町は大井州の 西側に位置 し、 申遠水田

地 帯 （遠州） に区 分 さ れ る。 し か し、 大 東 町

の 現 状か ら は、 北 部 山 間 部、 水 田地、 海 沿 い

の砂 地 とわ か れ、 農 産 物 に も 違 い が み ら れる

６〕
直 現 在 で は交 通 網 の発 達 に よ り、 農 産 物 の

流通 も行われるが、 昔は大東町内での移動 も

困 難 で あ っ た と 考 え ら れ る。 こ の こ と か ら、

大 東 町の 伝 統 食 は、 各 居 住 地 域 の 産物 に よ っ

て、 食 材 に 特 徴 が 見 ら れ たの で は な いか と 思

わ れ る。表 ５ に 示 し 危 よ う に、
同 じ 煮 物 で も、

山 間 部 で は 鶏 ボ ー ル を、 海 側 の 地区 で は 魚 を

使 用 し て い る。 ま だ、 海側 で は鯖 の だ し、 山

間 部 で は かつ お だ し を使 う と い う ち が い が あ
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っ た。 砂 地 で取 れ る 落 花 生 の 煮 物 や らっ き ょ

う は、 海 側 の地 区で 食 べ ら れ て い た。

伝統 食の意義 として 「地場産品を使用」 が

あ げ ら れ て いる。 自 宅 ある い は 近 所 の 畑 で 取

れた新鮮な野菜を使って いることが推察され

地区 ごとの農産物の 特徴が、 伝統食の種類や

食 材 に 反 映 さ れて い る と思 わ れ る白 しか し 戦

後、 急速に交通網が 発達じ食材の流通が盛ん

に なっ た こ と を考 え る と、４０～５０ 歳 代 を 境 に

して地区別の伝統食 の特徴 は薄れて いったの

で は な い か と 思 わ れ る竈 年 代別 の 違 いに つ い

て の 調 査 が 必 要 で あ る。ま た、
「新 し い郷 土 食

を 作 り た い」 と の 回 答 が ５１．６％ あっ た こと か

ら、 現 在 入 手 し や す い 食 材 を 使っ た 現代 風ア

レ ンジ の 可 能 性 も 考 え ら れ る。

大東町では昭和 ３７ 年以来中小俗業の工場

誘 致 に 努 め て き て い る が、 千 浜地 区 は 近年 中

小 企 業 の 工 場 が 多 い 地 区 で あ る。 大 坂地 区は

大型スーパーが進出し外の市町械からの住民

も増 加 し て いる７）日 ま た 下 土 方 地 区で は、 高

年齢化率 （６５歳以上の割合） が大東町全体の

五７．９
％ に 比 較 し ２４．７

％ と 高 く な っ て い る
竃）
。

この よ う に、 農 作 物 の 違 い だ け で は なく 年 齢

構 成 や 産 業状 況、食 品 流通 状 況 の 特 徴 淋 今 後、

伝 統食の伝承に影響を及 ぼしていく のではな

い か と 思 わ れ る。

３、 季 節、 行 事 と の 関 連 に つ いて

伝 統 食 を作 る 時 期 に つ い て は、 一 般 の 年 間

行 事 の ほ か に、 秋 祭 り、 神 送 り、 地 の 神
様
、

え び す 講 が あ げ られ て いた。 大 東 町 で は、 農

作 の 節 目 に 収穫 の 感 謝 を表 し、 地 の 神 様 を 大

切 に す る と いう 風習 が 今 日 まで 残 っ て い る。

ま た 伝 統 あ る 祭 り が 受 け 継 が れ て い る９）。

静 岡 市 で も、 そ の土 地 を守 っ て く れ る 神 様 を

訂お ぶ つ な さ ん」 と 呼 ん で 親 し んで い る 地 区

が あ り 伝 統 食 が 受 け 継 が れ て い る １０
）
。
そ こ で、

伝 統 食 を 伝 承 し て いく た め に は、 日 々 の 食 卓

だ けで はなく、 年間行事や神を敬う 気持ちを

大 切 に す る 地 域 性 が 不 可 欠 で ある と 思わ れ る。

伝 統食 の 意義 につ い て 訂昔か ら の伝統 行

事・ 食 の継 承」 が 上 げ ら れ た。 伝統 食 と は 単

に栄養を摂取する 食という 面だけで捉え られ

る も の で は なく、 各 行 事 と の深 いか か わ り の

申で受け継 がれて きたものであ ることを再確

認 す るこ二と がで き た竈 ま た、 伝 統 食 は 吠 と の

ふ れ あ い に 役 立つｊと の 回 答 が ７３．２％ で あ り、

伝 統 食 の 意 義 は 「家 族、 友 人、 地 域 との ふ れ

あ い」 と の匝１答 が 多 かっ た藺 こ こ か ら も伝 統

食が地域における 人聞関係を深める ために重

要 な 役 割 を 果 危 し て い る と 思わ れる。

４． 伝 統食 の 栄 養 価 と 健 康 に とっ て の 意 味

平成 １２ 年度の大東町健康調 査報告書によ

る と １三）、 大 東 町 の 中 で も 海 沿 い の 地 区で 比較

的貧盗 （ヘモグロビン値低値者） の割合が多

く、 三 井、 東 大 坂、 中、 千 浜
地 匿 で 高 コ レ ス

テ ロ ー ル 値 が 高 い 傾 向 が 示 さ れ て い る。 これ

ら の 地 区 で は、迎ｏ 歳 代 の 主 要 食 物 摂 食頻 度 の

低さがみられるなど、 健康状態の変化は日常

の 生 活 習 慣、 特 に 食 生 活 の あ り 方 が 深く 影 響

を 及 ぼし て い る と 思 わ れ る。 今 後 の 課 題 と し

て、 こ れ ら 健 康 状 態 の 変 化 と 伝 統 食 の 伝承 と

の 関 連 に つ い て も 調 査 の 必 要 性 が あ る竈

今 回 の 調 査 の 中 で、 伝 統 食 を 知 っ て いる 人

ほど 喰 事は規買旺 しく 食べる一 「イ ンスタ ン

ト食 吊 を 減 ら す」 ；地 元 の農 産 物 を 使う」とい

う 人 が 多 い と の 関 連 が 認 め ら れ た。 こ の 結果

か ら、 伝 統 食 を 大 切 に す る 意 識 が 高 ま る こ と

によ っ て、 健 康 的 な 食 生活 へ も 関 心 が 高 まる

こ とが 期 待 で き る と 思 わ れ る竈

大 東 町の 伝 統 食 に 使わ れ てむ）る 食 材 を みる

と
、
大 豆
、
黒 豆
、
小 豆
、
自 然 薯

、
里 芋、 根 菜

類 （れ ん こ ん、 ご ぼう、 大 根、 人 参） が 多く

あ げ ら れる。 これ ら は、 どれ も 必 須 栄 養 素や

食物繊維を多く含み、 健康維持に は欠かぜな

い も の ば か り で あ る １２）１３）。

伝統食 （行事食） は 「豆の栄養価の高し）こ

と を 教 え、 根菜 類の す ば ら しさ を 説 き、 そ の
’

根 菜 類 を 大 切 り にす る こ と によ っ て、 そ の 栄

一一 室 １ 一一



養の流出を防ぎ、 調味料の節約 とそ の持ち味

を 保 つ 工 夫 が な さ れ て い る」 １事） と い わ れる自

薪お 平』 と よ ば れる 野 菜 の 煮 し め は、 大 切 り

にした根菜類を煮て大皿に盛り付けた料理で

あ り 豆５）、 見 た 目 の 美 し さ、 大 勢 が 集 ま っ た と

き の 食 べや す さ に す ぐれ て い る ばか り で なく、

栄 養 的 に もす ぐれ た 調 理 法 で 茜 る と い え る。

大 東 町 で は大 豆 の 自 給 率 が ２７．秘 と高 く、

摂 食 頻 度 週 ３ 回 以 上 が ７０％ と 高 い こ と が示

さ れ て い る 至６）む 伝 統 食 に 豆 類 は 大 切 な 食 材で

あ る。 大 豆 を 食 べ る 伝 統 は 残っ て い る と 思わ

れ る が、 調 理 方 法 な ど 伝 統 食 と の 関 連 につ い

て は 調 査 が 必 要 で あ る。

また「玄米菜食コの重要性 に気 づき病 院食に

も 取 り 入 れ て いる 小 澤 医師 は、 訂そ の 土 地、気

候 風 土 の も と で でき た 食物 に よ っ て 人 の 身 体

は で き 上 がっ て いる が ゆえ に、 そ の 人 も そ の

土 地、 気 候 風土 の も とで 調 和 し て 生 き て い け

る」１７〕 と い う 食 養 の考 え を 示 して い る直 地 場

産 品 を勾 に食 べ る こ とが で き る 伝 統 食 は、 こ

の 食養 の考え方から もす ぐれていると考えら

れ る 。

Ｖｌ
．
お わ り に

今 回 の調 査 で は、 食 生 活 に 関 心 が 高｝ 叱 思

わ れ る 佳 民 を 対 象 に、 大 東 町 に お け る伝 統食

の伝承の実態と、 伝統食に対する住民の意識

に つ い て 把 握 し 危。 こ１の 調 査結 果 を も とに、

さ ら に 情 報 が 集 ま り、 大 東 町住 民 と とも に 地

域における食生活の質の殉上に痢けて取り組

ん で いく こ と が で き れ ば幸 い で ある。
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